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研究成果の概要（和文）：　中世ヨーロッパでは、辺境・異界・太古の怪異な事物、生き物、あるいは現象はラテン語
でミラビリアと呼ばれた。一方、中世イスラーム世界においては、未知の世界の摩訶不思議は、アラビア語・ペルシア
語でアジャーイブと呼ばれ、旅行記や博物誌などに記録された。いずれも「驚異、驚異的なもの」を意味するミラビリ
アとアジャーイブは、似た語源を持つだけでなく、内容にも類似する点が多い。本研究では、古代世界から継承された
自然科学・地理学・博物学の知識、ユーラシアに広く流布した物語群、一神教的世界観といった、双方が共有する基盤
を明らかにし、複雑に絡み合うヨーロッパと中東の精神史を相対的かつ大局的に捉えた。

研究成果の概要（英文）： European marvels, or mirabilia in latin, have already been studied quite 
extensively, notably by Jaques Le Goff, and more recently by Daston and Park. Whereas its Middle Eastern 
equivalent, ajaib (also meaning "the wondrous", from the root of the Arabic verb, ajiba = to wonder), has 
yet to be examined in a comprehensive manner, although scholars have dealt with specific works. Not only 
are mirabilia and ajaib based on the same notion of "wonder", they often draw from traditions going back 
to common sources (Greek scientific writings, the Alexander Romance), and share a monotheistic view of 
the world. Thus, this interdisciplinary study endeavored to compare the conceptual frameworks of medieval 
marvels in Europe and the Middle East, and to reveal their entangled intellectual history, through the 
examination of texts and visual representation related to the wonders of the world.
 The results will be published as a collective volume from Nagoya University Press in 2015.
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１．研究開始当初の背景 
 ヨーロッパ文学および中東文学のそれぞ
れの分野においては、異境の表象に関する研
究は国内外において行われてきたが、従来の
研究の結果は、「西洋から見た東洋像」、ある
いは「中世ムスリムの世界観」の抽出に留ま
っていた。中東イスラーム世界とヨーロッパ
における驚異譚の、古代・中世・近世にかけ
ての大きな展開を俯瞰しようとした研究は
これまでになく、本研究は、その間隙を埋め
るものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究が対象とする「驚異譚」とは、ラテ
ン語で mirabilia、 アラビア語・ペルシア語
でʿajāʾibと呼ばれる、辺境・異界・太古の怪
異な事物や生き物についての言説である。未
知の世界の摩訶不思議を語るこのようなエ
ピソードは、東西の歴史書、博物誌・地誌、
物語、旅行記・見聞記などに登場するが、こ
れらの多くはギリシア自然科学、「アレクサ
ンドロス物語」、ユダヤ教・キリスト教・イ
スラム教の黙示録的説話などを通して、古代
世界から中世・近世の中東およびヨーロッパ
に継承され、様々な文化圏で共有されてきた。
本研究は複数の異分野の専門家によって構
成されており、これらが協力して各時代・地
域の驚異譚を比較し、伝播の過程、世界観の
相違、文化交流のダイナミズムを解明してき
た。 
 
３．研究の方法 
 学際的な共同研究メンバーによる発表と
議論を通して、まずは様々な時代・地域にお
ける「驚異」・「驚異譚」の定義について互い
に理解を深め、研究対象とするべき作品を絞
り込んだ。また、驚異譚の中でも中東とヨー
ロッパに特に広く分布し、古代・中世・近世
を通じて継承されていった物語・逸話・モチ
ーフが何であったかを検証した。さらに驚異
譚の語りの形体（書簡体、見聞記、博物誌等）
についても比較分析した。 
 分担者各自は、担当テーマに関連した史料
の収集と解析を進め、必要に応じて海外にお
ける文献、美術品、建築物などの現地調査や、
海外の研究協力者との学術交流を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究では、「驚異」がもっとも生き生き
と語られ、描かれた中世という時代を中心に
据えて、その対象である物や現象が何であり、
そしてどのように表象されてきたかを、言説
だけでなく、視覚的な表象との連関も含めて
考察してきた。研究期間中に行ってきた計 10
回の共同研究会を総括し、成果を論文集『＜
驚異＞の文化史―中東とヨーロッパを中心
に』として刊行する。研究協力者までも含め
て総勢21名の執筆者、28章からなる本書は、
国立民族学博物館外部出版助成金を得て、名
古屋大学出版会から 2015 年内の刊行される

ことが決定している。 
 論文集においては、複雑に絡み合うヨーロ
ッパと中東の精神史の、古代から中世、そし
て中世から近世にかけての展開を、相対的・
大局的に捉え、かつ具体的なテクストや美術
品に即して正確に提示することを目指した。
各章は、ギリシア語、ラテン語、ヨーロッパ
諸言語、アラビア語、ペルシア語、トルコ語
などの多岐にわたる一次資料や美術品の緻
密な分析に基づいた実証研究であり、それら
を比較対照することにより、驚異の在り方に
ついて包括的な見通しを得ることができる
下記のような構成となっている。 
 
序章―驚異考 （山中由里子） 
 
第Ｉ部 驚異とは何か 
１ ヨーロッパ中世における驚異 （池上
俊一） 
２ イスラーム世界における奇跡の理論
（二宮文子） 

 
第 II部 驚異の編纂と視覚化 
１ 驚異を目にした人々―中東イスラーム
世界の旅行記と驚異譚 （亀谷学） 
２ ペルシア語百科全書成立の十二世紀 
（守川知子） 
３ ヨーロッパ中世の東方旅行記 （大沼
由布） 
４ ヨーロッパ中世の奇譚集 （黒川正剛） 
５ コプト聖人伝に見られる驚異な奇跡譚 
（辻明日香） 
６ イスラーム世界の写本絵画と驚異 
（林則仁） 
７ イスラーム美術に表された驚異の動物 
（小林一枝） 
８ ヨーロッパ中世写本の挿絵における驚
異 （松田隆美） 
９ 中世キリスト教建築装飾に見る驚異 
（金沢百枝） 

 
第 III部 驚異のトポス 
１ ヨーロッパ中世の驚異譚における空間
(トポス)と時間(クロノス)   （池上俊一） 
２ 東方の驚異―ヨーロッパにおける巨大
蟻の記述の変遷   （大沼由布） 
３ 動く島の秘密―巨魚伝説の東西伝播 
（杉田英明） 
４ 想像の地理と周縁の民族―女人族伝承
の東西伝播 （山中由里子） 
５ 驚異としての北方―イブン・ファドラ
ーンの記録を中心に （家島彦一） 
６ 驚異としてのアフリカ大陸―中世アラ
ビア語地理文献に見えるザンジュ地方（鈴
木英明） 
７ ピラミッドという驚異 （亀谷学） 
８ ペルセポリスとイスラーム世界の「七
不思議」 （守川知子） 
９ ストーンヘンジと驚異の国土 （見市
雅俊） 



10 万里の長城 （武田雅哉） 
 
第 IV部 驚異の転生 
１ ヨーロッパ近世の驚異―怪物と魔女 
（黒川正剛） 
２ 驚異の部屋―ヴンダーカマーの時代 
（小宮正安） 
３ 17 世紀イギリスの博物館と自然誌 
（見市雅俊） 
４ 「驚異の地インド」の内在化 （小倉
智史） 
５ イスタンブルの民衆と奇物――驚異か
ら日常の中の異常へ（宮下遼） 
６ パレスチナとヨルダンにおける奇跡譚
の今 （菅瀬晶子） 

 
あとがき （山中由里子） 
比較年表 
一次資料・参考文献 
 
 全体的に地域、分野の均衡に配慮しており、
通読することによって、ヨーロッパと中東イ
スラーム世界を比較対照し、より巨視的な歴
史的展望が見えてくるという構成になって
いる。「驚異の時代」の潮合を俯瞰すると、
次のような展望と今後の課題が見えてくる。 
 「イスラーム黄金期」とも呼ばれるアッバ
ース朝時代には、インド、中国、東アフリカ、
北ヨーロッパをつなぐネットワークが形成
され、異国の珍しい物事に関する情報がバグ
ダードに集められた。九世紀後半から地理書
や旅行記が出始め、そこにはギリシア・ロー
マ起源の知識だけでなく、旅人や船乗りが実
際に体験し目撃したことの記録も含まれた。 
 一〇世紀にアッバース朝の中央集権が弱
体化し、学問の中心が分散すると、集積され
た情報は、イスラーム的な宇宙論のもとに体
系化される。一一世紀頃から一三世紀にかけ
ては、百科全書として編纂され、知識が普及
する時代である。 
 この間、ヨーロッパのキリスト教徒たちは
十字軍として東に何度か遠征したが、結局は
地中海世界から外には出ていない。中国やイ
ンドやアフリカに関する情報は、もっぱら
「アレクサンドロスのアリストテレスへの
手紙」や「プレスター・ジョンの手紙」など
の架空の異国体験に基づいていた。実地の見
聞に基づく驚異的伝承の収集はティルベリ
のゲルウァシウスなどが行っているが、ヨー
ロッパ内の宮廷を拠点として農村や都市で
集められたもので、比較的「身近な」驚異で
あった。 
 一三世紀後半－一四世紀のモンゴル帝国
の覇権は「パクス・モンゴリカ」と呼ばれる
安定をユーラシアにもたらし、マルコ・ポー
ロやイブン・バットゥータの大旅行を可能と
した。このモンゴルの覇権以前の時代はイス
ラーム世界の方が移動可能な範囲がはるか
に広く、ヨーロッパに比べ異境に関する情報
収集力があった。 

 しかし、十字軍やイベリア半島のレコンキ
スタなどはヨーロッパとイスラーム世界の
接触を促し、アラビア語訳経由でヨーロッパ
にアリストテレスやプトレマイオスの自然
学をもたらした。一三世紀初頭、イスラーム
世界に二世紀近く遅れて、自然界に関する情
報を百科全書化するという動きが起こる。 
 ヨーロッパがそれまで未知であった世界
とのコンタクト・ゾーンを拡げたのは一五世
紀から一七世紀にかけての「大航海時代」で
ある。ルネサンス、活版印刷の普及、宗教改
革などを背景に、驚異の在り方も大きく変わ
る。宗教改革が生んだ混乱に誘発され、魔女
狩りが盛んに行われるようになる。神の業と
魔女や悪魔の行いとを区別しようとする態
度から悪魔学が発展し、この神と悪魔のせめ
ぎ合いに驚異も絡めとられてゆく。 
 一方で、それまで直接接触する機会がほと
んどなかったアフリカ、アジア、そして新大
陸から、情報だけでなく物質としての驚異が
ヨーロッパに流入し、財力のある蒐集家たち
はそれを集め、「驚異の部屋」に陳列するよ
うになる。遠い異国の珍品のみならず、比較
的身近なところに存在する怪物や奇形に対
する関心も高まり、近代科学の芽生えがそこ
に見てとれる。 
 驚異の概念がヨーロッパの近世から近代
にかけてどのように変化していったかは、解
明がかなり進んでいる。一方、一五世紀以降
のイスラーム世界は、ムガール朝、サファヴ
ィー朝、オスマン朝という巨大な帝国が勢威
をふるった時代であったが、従来の研究では
異境・異人に対する好奇心の欠如が指摘され
てきた。この無関心に加え、科学が宗教の道
具と化したことがイスラーム世界の「没落」
の要因の一つであると言われてきたが、この
見方は各地のムスリム王朝下で成し遂げら
れた学問的功績を正当に評価していない。こ
の時代のイスラーム世界の地理学、自然科学、
博物学などの展開について、様々な専門家が
共同で考察してゆく必要がある。 
 中世ヨーロッパとイスラーム世界の哲
学・美学・神学的思弁における驚異の概念の
相互関係も、今後より詳細に比較検討する必
要がある。特に比較の焦点となるのは、奇
跡・驚異・自然・神の関係性の解明であろう。 
 また、2014 年 10 月 12 日－13 日には、人
間文化研究機構連携研究「驚異と怪異の表象
―比較研究の試み」（代表：山中由里子）と
本課題を連携させた研究フォーラム「驚異と
怪異―想像界の比較研究に向けて」を国立民
族学博物館において開催した。「驚異」と「怪
異」を対比させるという、新たな比較研究の
枠組みを今後の展開として検討している。 
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